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☆掲載内容のお問い合わせは、 info-tosho@ys-gr.jp までどうぞ。
☆過去の掲載記事は、http://tosho-engineering.co.jp/branch でご覧いただけます。

new

①　プランニングは下記をイメージしながら進め、お
およそ完成したら簡易的にチェックをする。

✓各平面を 4 分割法の方法で X 方向、Y 方向を大まか
に分割し、それぞれに耐力壁があるようにする。

✓その耐力壁の長さはその分割した範囲の長さの 3 分
の 1 ぐらいあれば十分と考える。

✓ 3 分の 1 に満たなくても可能性があるが、プランが
完成してからの判断としておく。

✓引戸をオフセット、幅 600㎜の壁に柱を追加、場合
によっては耐力壁を増やせることも想定しておく。

✓吹抜まわりは水平構面との関わりがあることを考慮
して耐力壁を設置する。( 上級レベル )

②　プランニング前に下記のことを確認しておくこと
が必要である。
✓耐震等級 2 を目指すのか、3 を目指すのか ?  耐風等

級は ?  地域割り増しはないか ?  
✓斜線制限のため母屋下げなど、基準法の制限で耐力

壁に影響することはないか ?  
✓耐力壁は仕様によって壁倍率が異なるので、耐力壁

の必要長も変わる。

③　壁量が足りない場合の予備知識を多く持っている
ことが大切。
　　基準法や告示にある筋かい、面材による耐力壁だ

けではプランニングの幅を広げられない。どれだけ
多くの仕様やパターンを知っているかが設計士とし
ての力量、お客様への信頼性につながり、強いては
受注力にも差が出る。

■耐震等級が決まる仕組み　
　２．許容応力度計算によって、どこまでプランニングの幅を広げられるか？   Vol.2
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（２）プランニングしながら耐力壁をチェックすること。そのやり方は ?

解　説

　２.（１）でチェック項目は大きく 5 項目あることを解説した。プランを計画する上で耐震等級 2 以上が
取得できているか、完成してからその 5 項目をチェックするのは、後戻りになり効率が悪い。プランニン
グしながらある程度のチェックをすることが必要である。その方法や目安について解説する。今回は 5 項
目の一つ、一番重要な耐力壁について、実際のプランに使って解説する。

　　耐震等級 2 以上が取得できないと諦めたプランで
も知識があれば可能になることは多々ある。許容応
力度計算であれば 600㎜幅や、認定壁であれば 450
㎜以下のものも耐力壁になったり、窓でも鉄筋ブレー
スを設置し窓としての機能も確保できる、などなど。
日頃、情報収集しておくことが大切である。

④ 　自信が持てない、知識不足の場合は ?
　　構造設計事務所にプランニング段階で相談するこ

とも良い。どうしても現プランで進めたい場合に持っ
ている知識以外の方法をアドバイスしてくれること
もある。自信がないがチャレンジする特殊な方法な
どに対し確証を得ることも可能。

各区画ラインの 3 分の 1
を耐力壁にできれば OK

幅 910㎜未満でも耐力
壁としてカウント可
( 許容応力度計算による )

鉄筋ブレースなどを窓に
組み込みことも可能

引戸もアウトセットす
れば耐力壁にできる

600㎜未満でも耐力壁とし
て可能な部材、部品もある


